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幹
線
的
な
生
活
道
路
を
整
備

京
奈
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
も
要
望

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
伊
勢
田
町
・
開
町
・
羽
拍
子
町
・
安
田
町
地
域
の
整
備
計
画

案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
計
画
案
’
で
は
、
こ
の
地
域
を
本
市
西
部
の
住
宅
地
と
し
て
位

置
づ
け
、
市
街
化
区
域
を
原
則
と
し
て
拡
大
し
な
い
こ
と
を
基
本
に
、
将
来
開
通
す

る
京
奈
バ
イ
パ
ス
や
、
国
道
2
4
号
線
、
府
道
八
幡
宇
治
線
と
結
節
す
る
市
道
の
拡
幅

整
備
が
必
要
と
し
、
広
域
的
施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
勤
労
者
福
祉
施
設
の
誘
致
も

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
は
、
今
月
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
協

議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
ホ
ヂ
。
今
回
の
地
域
整
備

計
画
案
は
、
十
一
番
目
。
既
に
八

地
域
で
は
、
地
域
代
表
の
市
民
で

構
成
す
る
策
定
協
議
会
で
協
議
を

終
了
。
二
地
域
で
は
現
在
協
議
中

で
す
。
残
る
神
明
地
域
も
、
五
十

九
年
中
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
伊
勢
田
町

・▲旧集落部を走る主要生活道路（伊勢田町内で）

・
開
町
・
羽
拍
子
町
・
安
田
町
地

域
の
整
備
計
画
案
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

3
ゾ
ー
ン
と
も

住
宅
地
域

六
十
五
年
の
こ
の
地
域
の
人
口

を
二
万
一
千
人
と
想
定
。
本
市
西

部
の
住
宅
地
と
し
て
位
置
づ
け
、

狭
い
街
路
や
都
市
某
盈
施
設
の
未

整
備
に
対
応
し
て
、
良
好
な
居
住

地
と
し
て
の
整
備
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
で
は
、
市
街
化

区
域
恋
尿
則
と
し
て
拡
大
し
な
い

こ
と
を
基
本
に
、
地
形
や
市
街
化

の
状
態
な
ど
を
基
礎
に
し
て
、
三

つ
の
ど
・
Ｉ
・
ン
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

西
部
ゾ
ー
ン
は
、
三
十
年
代
後

半
以
降
急
激
な
宅
地
開
発
が
進
行

し
た
地
区
で
す
が
、
市
街
化
区
域

内
農
地
も
残
存
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
、
旧
集
落
の
景
観
保
全

を
図
る
と
と
も
に
、
緑
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
が
適
正
に
配
置
さ

れ
た
低
・
中
密
度
住
宅
地
区
。
中
央

ゾ
ー
ン
は
、
住
宅
密
度
は
低
い
が
、

道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
が
未

整
備
で
あ
り
、
一
部
住
宅
の
老
朽

化
に
伴
う
居
住
地
整
備
を
必
要
と

し
、
都
市
某
盈
整
備
や
居
住
環
境

整
備
を
課
題
と
す
る
低
・
中
密
度

住
宅
地
区
。
東
部
ゾ
ー
ン
は
、
鉄
道

や
道
路
な
ど
の
交
通
幹
線
が
三
太

縦
断
し
て
い
る
こ
と
で
他
地
区
と

の
分
断
要
素
が
強
く
、
細
街
路
整

備
を
中
心
に
居
住
環
境
整
備
を
課

題
と
す
る
中
密
度
住
宅
地
区
と
し

て
い
ま
す
。

開
発
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

京
奈
バ
イ
パ
ス
の
開
通
後
は
、
府

道
八
幡
宏
綴
沿
線
の
準
工
業
地

域
の
立
地
条
件
が
極
め
て
良
く
な

り
、
住
宅
だ
け
で
な
く
工
場
の
進

出
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
無
秩
序

な
住
工
混
在
を
防
止
す
る
と
し
て

い
ま
ず
。

望
ま
れ
る

狭
い
街
路
の
整
備

道
路
・
交
通
体
系
計
回
で
は
、

▲
造
波
プ
ー
ル
で
波
と
戯
れ
る
親
子

交
通
量
の
多
い
国
道
2
4
号
線
へ
の

対
に
に
、

‘
京
奈
バ
イ
パ
ス
の
早
期

完
成
衆
強
く
要
望
。
近
鉄
線
以
西

の
旧
集
落
部
に
つ
い
て
は
、
防
災

上
お
よ
び
国
道
2
4
号
線
や
府
道
八

幡
宇
沿
線
と
の
結
節
を
図
る
た
め
、

市
道
伊
勢
田
羽
拍
子
線
・
伊
勢
田

安
田
線
・
1
2
5
ｍ
線
（
い
ず
れ
も

一
部
）
の
拡
幅
整
備
を
必
要
と
し
。

羽
拍
子
町
内
の
市
道
石
塚
3
号
線

も
一
部
拡
幅
整
備
忿
倹
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
未
丁
。
ま
た
、
市
道

石
塚
小
倉
線
の
交
通
量
緩
和
の
た

め
、
主
要
地
方
道
宇
治
淀
線
の
拡

伊勢田町・開町・羽拍子町・安田町地域整備計画案
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7,000人でにぎわう

幅
と
、
同
宏
提
線
バ
イ
パ
ス
の

新
設
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
ず
。

公
園
・
緑
取
計
画
で
は
、
児
童

公
園
を
二
ヵ
所
設
置
し
、
小
倉
町

地
域
に
配
置
さ
れ
る
市
民
の
森
と

の
結
節
を
図
る
全
市
レ
ベ
ル
の
緑

道
盈
｀
討
。

公
共
施
設
配
置
計
画
で
は
、
将

来
こ
の
地
域
の
牛
居
圏
が
広
野
町

新
成
田
と
つ
な
が
り
か
痔
つ
こ
と

か
ら
、
西
部
ゾ
ー
ン
に
広
域
的
施

設
と
し
て
の
勤
労
者
福
祉
施
設
の

誘
群
落
討
。
東
部
・
中
央
ゾ
ー

ン
に
は
、
現
公
民
分
館
の
転
換
を

含
み
集
会
所
を
三
ヵ
所
設
置
。
広

野
町
地
域
の
集
会
所
を
中
心
と
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
核
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
未
ｙ
。

ま
た
、
参
人
憩
い
の
部
屋
は
、
集
会

所
に
併
設
。
育
成
学
級
も
引
き
続

き
小
学
校
に
併
設
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

一
級
河
川
の
井
川
と
古
川
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成
牽
め

ざ
し
て
関
係
機
関
に
要
司
快
適

な
市
民
忠
紡
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
も
、

木
津
川
流
域
関
連
公
共
下
水
道
の

早
期
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
西
早
治
都
市
下
水
路
は

六
十
一
年
完
成
牽
め
ざ
し
て
、
引

き
続
き
事
業
聚
孫
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
未
了
。

夏の交通事故防止活動

太陽が丘ファミリープール開園
事故なく過ごそう夏休み

府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
太
陽
が
丘

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
は
、
七
月
一
日
に

オ
ー
プ
ン
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
六
月

三
十
日
に
太
陽
が
丘
で
、
開
園
記
念
式

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
か
ら
開

か
れ
た
式
典
の
あ
と
、
林
田
京
都
府
知

事
や
池
本
市
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
″
ト

と
く
す
玉
割
り
で
プ
ー
ル
完
成
を
祝

福
。
最
後
に
、
林
田
知
事
が
プ
ー
ル
の

始
動
ス
ィ
″
チ
を
押
し
て
、
開
園
の
セ

レ
モ
ニ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

真
夏
日
夕
思
わ
せ
る
こ
の
日
の
午
後

は
一
般
に
無
料
開
放
さ
れ
、
つ
め
か
け

た
約
七
千
人
の
水
泳
客
で
に
が
石
い
ま

し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
は
、
八
月

三
十
一
日
ま
で
開
設
。
時
間
は
毎
日
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

7月20日～8月31日

七
月
二
十
日
か
ら
「
夏
の
交

通
事
故
防
止
活
動
」
が
始
ま
り

ま
ず
。
七
・
八
月
の
夏
休
み
期

間
中
は
、
子
戸
も
の
交
通
事
故

が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

▽
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
式
λ
、

車
を
運
転
す
る
時
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
″
ト
タ
必
ず

着
用
し
、
心
ま
引
き
締
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
▽
ま
た
、
道

路
で
子
丿
忿
竟
た
時
は
、
一

時
停
止
か
徐
行
を
▽
子
戸
も
の

飛
び
出
し
夕
招
く
、
「
危
険
な

物
陰
」
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に

も
、
迷
5
駐
車
や
自
転
車
の
放

置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ち
び
っ
子
横
丁

ち
び
っ
子
横
丁
は
、
夏
休
み

の
間
、
安
心
し
て
遊
べ
る
ぷ
つ

に
、
町
内
の
道
路
か
車
両
通
行

止
め
に
し
て
、
子
と
も
た
ち
に

開
放
す
る
も
の
で
す
。
設
定
を

ご
希
望
の
町
内
会
は
、
交
通
労

政
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
に
申

請
し
で
Ｉ
だ
さ
い
。

〈
設
定
基
準
〉

①
4
ぐ
に
遊
び
場
が
無
い
こ

と
②
い
つ
な
百
石
が
遊
び
に

利
用
し
て
い
る
道
路
で
あ
る
こ

と
③
自
動
車
の
う
回
路
が
近
ぐ

に
あ
る
こ
と
④
町
内
の
同
意
が

あ
る
こ
と
⑤
地
域
住
民
の
協
力

や
、
維
持
管
理
が
で
き
る
こ
と
。

（
交
通
労
政
課
）

▲危険な自転車の後ろ乗り

345

地域整備計画案まとま

る
伊勢田町・開町・羽拍子町・安田町地域

　
こ
の
地
域
整
備
計
画
は
、
総
合

計
画
に
稀
つ
い
て
昭
和
七
干
年
を

展
望
Ｕ
、
市
域
夕
干
二
地
域
に
分

け
る
第
一
次
牛
活
圏
ご
と
に
土
地

利
御
箇
、
公
共
施
設
配
置
計
画
、

住
環
境
整
備
計
画
を
立
案
。
そ
し

で
こ
れ
ら
と
有
機
的
に
か
か
わ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
－
形
成
舎
肯
子
と
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

汗
を
か
い
た
り
す
る
こ
と
も
多

く
な
り
、
ど
う
し
て
も
水
気
の

も
の
が
欲
Ｌ
ｙ
ヽ
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
、
口
に
す
る
機

命
一
の
多
く
な
る
清
涼
飲
料
水
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

◇

清
涼
飲
料
水
は
、
大
ｍ
ｖ
分

け
て
、
炭
酸
飲
料
、
果
実
飲
料
、

乳
酸
飲
料
の
三
つ
が
あ
り
未
了
。

炭
酸
飲
料
と
は
、
水
や
甘
味

料
、
酸
味
料
、
香
料
な
ど
を
加

え
、
圧
力
を
加
え
て
炭
酸
ガ
ス

拿
八
れ
た
も
の
で
、
サ
イ
ダ
ー
、

コ
ー
ラ
や
果
汁
入
り
の
も
の
も

あ
り
未
了
。

果
実
飲
料
は
、
天
然
果
汁
の

ほ
か
、
果
汁
、
果
肉
、
果
粒
を

受け付けは7月16日から

加
え
た
も
の
も
あ
り
、
果
汁
五

妬
以
上
含
ん
で
い
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

乳
酸
飲
料
は
、
脱
脂
乳
な
ど

本
ほ
ど
の
清
涼
飲
料
水
か
清
費

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
毒
了
。

主
成
分
は
糖
分

清
涼
飲
料
水
は
冷
た
ぐ
て
ロ

当
た
ひ
が
良
い
の
で
、
糖
分
が

多
い
こ
と
に
意
外
と
気
づ
か
な

い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
平
均

飲
み
過
ぎ
に
要
注
意

を
主
原
料
と
し
て
つ
く
ら
元
て

お
り
、
乳
酸
菌
で
発
酵
さ
せ
た

も
の
で
す
。

こ
の
ご
ろ
は
、
缶
入
ぴ
飲
料

が
普
尽
し
、
自
動
販
売
機
も
数

多
く
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
容
・

易
に
購
入
で
章
柔
ｙ
。
ま
た
飲

料
の
種
類
も
多
く
、
つ
い
飲
み

す
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
日

本
で
は
一
人
当
た
り
年
百
ぶ
十

し
て
約
一
〇
％
の
糖
分
が
含
ま

れ
、
二
五
〇
φ
リ
ッ
ト
ル
入
り

一
本
に
は
、
な
ん
と
二
五
グ
ラ

ム
（
ふ
つ
う
の
角
砂
糖
で
約
五

個
分
）
も
の
糖
分
が
入
っ
て
い

車
ｙ
。
現
在
、
日
本
人
の
砂
糖

摂
取
量
は
一
日
平
均
七
〇
グ
ラ

ム
と
い
わ
れ
求
ふ
、
体
の
た

め
に
は
一
日
二
〇
グ
ラ
ム
に
抑

え
た
方
が
よ
い
と
い
ラ
意
見
も

府
営
住
宅
2
5
戸
も

宇
治
市
と
京
都
府
が
進
め
て
い

ま
し
た
、
五
ヶ
庄
福
角
の
市
営
・

府
営
住
宅
部
面
え
工
事
が
こ
の

ほ
ぶ
九
成
。
七
月
土
八
日
か
ら
、

府
営
住
宅
（
第
一
種
）
、
市
営
住
宅

（
第
二
種
）
の
入
居
者
を
募
集
し

季
］
。
完
成
し
た
市
営
住
宅
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
で
、
3

Ｄ
Ｋ
三
土
ハ
戸
、
こ
の
う
ち
一
戸

▲完成した3ＤＫの市営住宅（五ヶ庄福角）

あ
り
ま
ず
。
甘
味
料
と
し
て
は
、

合
成
甘
味
料
の
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
主
に
砂
糖
、
果
糖
、
ぶ

μ
岑
糖
が
祀
幻
れ
て
ぃ
未
丁
。

糖
分
に
は
、
も
の
の
味
を
お

い
し
ぐ
し
た
り
、
も
の
を
腐
り

に
く
く
し
た
り
す
る
働
き
が
あ

り
ま
ｙ
。
ま
た
、
体
内
で
の
消

化
吸
収
も
早
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
は
熱
量
も
一
グ
ラ
ム

は
車
い
す
刄
涵
で
き
る
ぷ
つ
に

特
別
設
計
さ
れ
た
身
体
障
害
者
向

け
住
宅
（
晋
ヂ
み
）
で
す
。

市
で
は
、
今
後
も
住
宅
に
困
っ

て
い
る
市
民
を
対
象
と
し
た
市
営

住
宅
の
充
実
に
、
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

申
し
込
み
は

府
・
市
住
宅
課
へ

▼
住
宅
所
在
地
・
・
・
五
ヶ
庄
福
角

Ｉ
ノ
ー
▼
募
集
個
数
・
・
・
府
営
住
宅

＝
2
5
戸
、
市
営
住
宅
・
：
2
0
戸
▼
申

し
込
み
資
格
・
：
府
営
住
宅
＝
①
住

宅
に
困
っ
て
い
る
府
内
在
住
者
ま

た
は
府
内
に
勤
務
場
所
が
あ
る
人

②
同
居
者
ま
た
は
同
居
し
ぶ
り
と

す
る
親
族
（
内
縁
関
係
や
婚
約
者

も
含
む
）
が
あ
る
こ
と
③
知
事
か

適
当
と
認
め
る
保
証
人
が
Ｉ
人
あ

る
こ
と
④
基
準
収
入
以
内
（
収
入

月
額
八
万
七
千
円
以
上
十
四
万
一

千
円
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。
市
営

住
宅
9
①
住
宅
に
困
っ
て
い
る
市

内
在
住
者
で
あ
る
こ
と
②
同
居
者

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
ず
る
親
族

（
内
縁
関
係
や
婚
約
者
を
含
む
）
が

▲手軽に買える清涼飲料

水だが

当
た
り
四
％
カ
ロ
リ
ー
と
高
い

も
の
で
す
。
二
五
〇
φ
リ
″
ト

ル
入
り
の
も
の
の
熱
量
は
Ｉ
〇

〇
‘
Ｅ
カ
ロ
リ
ー
で
、
ご
飯
な
ら

軽
ぐ
茶
わ
ん
六
分
目
ほ
ど
に
当

た
り
ま
す
。

取
り
過
ぎ
は

肥
満
の
原
因

こ
の
ぷ
つ
に
糖
分
は
、
激
し

い
運
動
の
あ
と
の
疲
労
回
復
に

は
と
て
公
幻
果
的
ぶ
ふ
、
取

り
過
ぎ
る
と
力
ａ
＝
＾
－
過
剰
で

眉
間
の
原
因
と
な
り
未
了
。

糖
分
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

あ
る
こ
と
③
市
内
に
居
住
す
る
2

人
の
保
証
人
が
あ
る
こ
と
④
基
準

収
入
以
内
（
収
入
月
額
八
万
七
千

円
以
下
）
で
あ
る
こ
と
▼
家
賃
…

府
営
住
宅
＝
月
額
三
万
八
千
円
、

市
営
住
宅
＝
月
額
二
万
八
千
円
▼

申
し
込
み
期
間
・
：
7
月
1
6
日
～
2
5

日
▼
申
し
込
み
先
・
・
・
府
営
住
宅
、

に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
励
が
必
要
で

す
。
と
こ
ろ
が
甘
味
の
あ
る
飲

料
雲
箭
に
取
り
過
ぎ
る
と
、

そ
れ
だ
け
で
満
腹
感
が
あ
る
の

で
他
の
食
物
の
摂
取
が
お
う
Ｖ

か
に
な
っ
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

乖
ｙ
。バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
を

最
辺
零
も
た
ち
の
体
の
変

調
や
成
人
病
が
増
え
て
い
る
と

い
わ
れ
季
子
。

健
康
な
体
や
牛
居
の
た
め
に

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
が
大
切
で
す
。
暑
い
か
ら
と

い
っ
て
清
涼
飲
料
水
を
が
ぷ
飲

み
ず
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

水
分
の
補
給
や
、
の
と
を
潤
す

に
は
、
冷
た
い
麦
茶
や
牛
乳
を

使
っ
た
飲
物
な
ど
、
エ
夫
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ま
ぷ
。

（
商
工
観
光
課
）

市
営
住
宅
と
も
京
都
府
住
宅
課
、

宇
治
市
住
宅
課
▼
問
い
4
1
1
Ｃ
＾
？
’
－

募
集
案
内
書
・
・
・
京
都
府
住
宅
課
（

豊
0
7
5
1
剛
8
1
1
1
、
京
都
府
宇

治
土
木
事
務
所
（
豊
⑩
－
1
1
6
）
、

宇
治
市
住
宅
課
（
豊
⑩
1
1
4
1
）

ま
で
。

（
住
宅
課
）

宇
治
川
写
生
大
会
作
品

7月12日－8月31日

宇治市観光センター

平
等
院
を
描
い
た

森
川
弥
奈
（
菟
道

第
二
小
）
さ
ん
の

力
作

香香香－・－・・
・一－ミ

テレビ市政だより

ＫＢＳ京都テレビ（ＵＨＦ34チャンネル）

宇治市政だより

毎週月曜日午後5時55分からご家族そろつてごらんください．

留
学
生
の

民
泊
家
庭
募
集

関
西
外
国
語
大
学
で
は
、
九
月

に
来
日
す
る
外
国
人
学
生
の
受
け

入
れ
家
庭
を
探
し
て
い
章
ｙ
。

外
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
の

配
慮
は
い
り
ま
せ
ん
。
食
事
な
ど

家
族
と
同
じ
も
の
で
よ
く
、
日
本

の
風
俗
、
習
慣
を
実
際
に
体
験
す

る
の
も
留
学
生
に
と
っ
て
よ
い
勉

強
で
す
。
家
族
に
蓋
蜃
話
せ
る

人
が
い
な
ぐ
て
も
辞
書
怠
作
手
に

十
分
意
思
は
通
じ
ま
す
。

◇

▽
翼
フ
ハ
れ
期
間
・
・
・
9
月
初
旬
1

1
2
月
末
ま
で
の
約
四
ヵ
月
。

▽
謝
礼
・
：
月
額
四
万
八
千
円
（
1
1

月
と
り
一
月
は
暖
房
費
四
千
円
を

加
算
し
栄
ｙ
）
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
関
西
外
田
哭

学
国
際
交
流
課
（
ａ
0
7
2
0

0
6
7
5
1
）
へ
。

第
3
4
回
宇
治
川
写
生
大
合
一
の
優

秀
作
品
奎
展
示
し
柔
ｙ
。

宇
治
川
一
帯
を
素
材
に
じ
た
子

″
に
石
た
ち
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

▼
特
選
作
品
展
示
の
日
程
・
：
7
月

1
2
日
～
2
4
日
（
小
学
校
ｌ
ｔ
3

年
、
幼
稚
園
、
障
害
児
の
部
）
、

7
晶
日
～
8
月
7
日
（
小
学

校
4
年
Ｌ
6
年
の
部
）
、
8
月

9
日
～
3
1
日
（
中
学
生
の
部
）

▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

ー
2
階
展
示
室
（
平
等
院
東
隣

り
）
、
午
前
9
時
1
午
後
5
時

ま
で
。

な
お
、
市
長
賞
な
ど
の
推
薦
作

一
品
は
全
期
間
を
通
じ
て
展
示
し
て

一
一
い
ま
ず
。
（
商
工
観
光
課
）

⑩

黄
槃
山
万
福
寺
を
開
い
た
隠
元
マ
ダ
ケ
や
ハ
チ
ク
と
呼
ば
れ
る
種
ぜ
ん
じ
り
ゅ
吻
ご
く
ふ
｀
け
Ａ
ｔ
ｊ
4
に
る
い

禅
師
は
、
中
国
の
福
建
省
か
ら
日
類
の
も
の
で
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
は

本
に
来
た
お
坊
さ
ん
で
す
。
承
応
隠
元
さ
ん
が
は
じ
め
て
日
本
に
植

三
年
（
一
六
五
四
）
七
月
、
長
崎
え
た
の
だ
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
隠

に
着
い
た
隠
元
と
そ
の
弟
子
た
ち
元
や
ぶ
は
、
日
本
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ

は
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
は
な
か
つ
ク
栽
培
の
最
初
の
場
所
と
い
う
こ

た
多
く
の
も
の
を
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
。み

な
さ
ん
は
イ
ン
グ
ン
マ
メ
と

い
う
豆
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ

の
名
の
と
お
り
、
隠
元
さ
ん
が
中

国
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
だ
と
い

ふ
じ
い
ろ
う
｀
く
は
な
う
こ
と
で
す
。
藤
色
の
美
し
い
花

を
つ
け
る
の
で
、
関
東
地
方
で
は

フ
ジ
マ
メ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

関
東
地
方
で
イ
ン
グ
ン
マ
メ
と
言

っ
て
い
る
豆
は
、
こ
ち
ら
の
サ
ン

ド
マ
メ
の
こ
と
で
す
か
ら
、
ど
こ

ま
ち
が
よ
か
で
だ
れ
か
が
間
違
っ
て
呼
ん
だ

の
が
。
そ
の
ま
ま
呼
び
な
ら
わ
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

う
じ
し
ご
か
Ｕ
よ
う
Ａ
Ｊ
こ
ろ
で
、
宇
治
市
五
ヶ
庄
に

ま
ん
ぷ
く
じ
そ
う
し
ん
は
い
あ
る
万
福
寺
の
総
門
を
入
る
と
、

左
側
に
ひ
と
む
ら
の
竹
や
ぶ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
竹
は
す
べ
て
モ
ウ

ソ
ウ
チ
ク
で
、
隠
元
さ
ん
が
植
え

た
竹
や
ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

「
隠
元
や
ぶ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。古
く
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
竹
は

と
に
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
後
半
に
な
る
と
乙

訓
郡
（
い
ま
の
京
都
市
西
京
区
・

市
に
あ
る
寂
照
院
と
い
う
お
寺
へ

移
植
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
な
っ

市しんにが

あ｀
る隠「
寂ｌ元7
照4や
院ｉ’ぶ

んた

が隠£と
日に元ｙい

との
い竹ａ

うを

お長ぶ
寺；岡13
へ京1

う
こ
と
で
す
。

ち
ゅ
う
ご
く

の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
そ
う

ち
ゅ
う
ご
く
し
ぎ
か
ま
い
り
で
す
。
た
と
え
ば
中
国
式
の
釜
炒

茶
や
薬
草
と
し
て
知
ら
れ
る
ツ
ル

に本？さ
もにん
い伝Ｚた

ち
ゅ
う
ご
く
！
・
≫
■

ち
中
国
の
お
坊
さ

え
た
も
の
は
、
こ

ろ
い
ろ
あ
る
そ
う

ち
ゅ
う
ご
く
し
ぎ
か
ま
い
り

ド
ク
ダ
ミ
、
い
ま
も
造
ら
れ
て
い

ら
ゆ
う
ご
く
と
う
・
″
と
う
・
″
か
ん
ひ
ろ
る
中
国
の
豆
腐
「
豆
腐
農
」
、
広

く
販
売
さ
れ
て
い
た
錦
袋
圓
・
鎮

勝
丸
な
ど
の
く
す
り
、
そ
れ
に
み

な
さ
ん
の
好
き
な
ス
イ
カ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
（
歴
史
資
料
室
）

346

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

五ヶ庄福角

市営住宅 入居者を募

集
清涼飲料水

隠元豆と孟宗竹
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小倉

公民館

読
書
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

経
験
豊
か
な
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

「
こ
の
夏
休
み
、
子
μ
石
に
ど

の
よ
ラ
な
本
を
与
え
た
ら
い
い
の

か
」
「
子
ど
も
の
本
剪
と
の
ぷ
つ

に
読
ん
で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
」

「
課
題
図
書
・
推
薦
図
書
と
か
い

っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
、
ど
の
本
が
い

い
の
だ
ろ
ラ
か
」
…
…
こ
ん
な
疑

問
を
お
持
ち
の
人
に
、
児
童
文
学

▲子どもに良い本を（小倉公民館図書談話室で）

寺村美智子さん（28）太佑ちゃん（4）母と子のよい歯のコンクールで優秀賞

を
勉
強
し
、
子
育
て
の
中
で
色
々

な
本
に
出
会
っ
て
き
た
お
母
さ
ん

た
ち
が
相
談
か
受
け
毒
ｙ
。
気
軽

に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
・
・
・
7
月
1
8
日
出
・
2
5

日
出
、
午
後
2
時
半
～
4
時
▼
と

こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
図
書
談
話
室

▼
相
談
員
…
宇
治
市
公
民
館
児
童

文
学
サ
ー
ク
ル
＆
一
員
。
7
月
は
、

「
課
題
図
書
・
推
薦
図
書
」
に

つ
い
て
の
資
料
を
用
意
し
て
い
ま

す
。8

月
以
降
は
、
毎
月
第
2
・
4

水
曜
日
、
午
後
2
時
半
～
4
時
の

間
に
相
談
員
が
い
未
了
。
何
で
も

ご
相
談
を
。
（
小
倉
公
民
館
）

小
倉
公
民
館

お
は
な
し
会

ひ
ざ
を
寄
せ
合
つ
て
お
話
忿
聞

く
の
は
、
楽
し
い
も
の
で
す
ね
。

虫
歯
が
玉
も
無
い
、
歯
並
び
や
色
、

形
な
戸
示
良
い
上
〈
月
三
日
「
母
と

子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
（
府
歯

科
医
師
会
主
催
）
で
、
寺
村
美
智
子
さ

ん
と
太
佑
ち
ゃ
ん
親
子
は
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
歯
の
衛
生
週

間
の
行
事
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
寺
村
さ
ん
親

子
は
、
宇
治
保
健
所

管
内
で
、
昨
年
四
月

か
息
牟
三
月
ま
で

に
三
歳
児
健
康
診
査

・
を
受
け
た
三
千
五
百

九
十
三
人
の
中
か
ら
。

選
ば
れ
た
四
組
の
内

の
一
組
。

虫
歯
は
夜
に
作
ら

れ
る
Ｉ
ｄ
る
前
の

歯
磨
き
を
確
実
に
す

戸
こ
と
こ
そ
虫
歯

を
作
ら
な
い
ポ
イ
ン

ト
。
「
虫
歯
に
な
つ

公民館のお知らせ

斜影

特
に
、
子
芦
も
の
こ
ろ
に
、
お

に
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
文
Ⅲ
の
お

ば
さ
ん
か
ら
聞
い
た
お
話
は
、
い

つ
ま
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
お
話
は
、
そ
Ｅ
を
広
い

夢
の
世
界
へ
誘
い
‘
手
。

こ
の
よ
フ
な
お
話
と
の
出
会
い
を

子
μ
も
に
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
7
月
1
8
日
團
・
2
5
日

困
、
午
後
3
時
Ｆ
3
時
半
▼
と
こ

ろ
・
：
小
倉
公
民
館
保
育
室
▼
内
容

・
・
・
読
み
聞
か
せ
。
紙
芝
居
、
ス
ト

ー
リ
’
・
‐
テ
リ
ン
グ
、
パ
ネ
ル
シ
7

タ
ー
な
ど
▼
お
話
・
・
・
「
絵
本
の
命

会
員
▼
対
象
…
幼
児
・
小
学
校
低

学
年
。
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

地道な努力で虫歯知らず

ｃ宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ｔｓＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）

し
く
だ
さ
い
。
（
小
倉
公
民
館
）

夏
休
み

子
ど
も
お
や
つ
教
室

身
近
な
野
菜
が
、
お
ご
々
ぐ
ほ

ど
お
い
し
い
お
や
つ
に
早
変
わ
り
。

自
分
で
作
っ
た
北
海
だ
ん
ご
と
キ

ャ
ロ
ッ
ト
ゼ
リ
ー
衆
食
べ
て
、
元

気
に
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
1
日
出
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公

民
館
▼
対
象
・
・
・
小
学
校
5
・
6
年

生
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

実
習
費
…
二
百
円
▼
申
し
込
み
・
：

実
習
費
舎
添
え
て
小
倉
公
民
館
へ
。

（
商
工
観
光
課
・
保
健
予
防
課
・

て
は
困
る
の
で
」
と
、
保
健

所
の
パ
ン
フ
レ
″
ト
で
学
ん

だ
や
り
方
で
太
佑
ち
ゃ
ん
の

歯
を
守
っ
て
き
た
寺
村
さ
ん
。

「
一
歳
ご
ろ
ま
で
は
ガ
ー
ゼ

で
ふ
き
、
そ
れ
以
降
は
寝
る

前
の
歯
蜀
翠
続
け
て
い
ま

す
。
三
歳
ご
う
か
＾
Ｑ
＾
｜
Ａ
Ｍ
）

自
身
で
歯
磨
き
を
し
た
後
、

母
親
が
点
検
す
る
こ
と
」
が

虫
歯
の
予
防
に
。

母
親
の
美
智
子
さ
ん
も
、

「
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の

と
き
艮
い
歯
で
賞
か
も
ら
っ

た
」
ほ
ど
の
虫
歯
知
ら
ず
。

食
事
の
心
掛
け
は
、
「
妊

娠
中
か
ら
半
乳
・
丸
干
し

ウ
ム
を
主
に
考
凡
て
″
与
汲
る
ぶ
つ
に

し
、
ま
た
、
磁
る
前
の
甘
い
も
の
を

控
え
る
”
こ
と
れ
ギ
ハ
切
」
と
寺
村
さ
ん

…
そ
れ
も
こ
れ
も
虫
歯
か
穏
ち
な
い
た

め
の
信
念
か
ら
。

小
倉
公
民
館
）

夏
休
み
子
ど
も

菓
子
づ
く
り
教
室

お
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
お
菓
子

づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
：
7
月
3
0
日
囲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木

幡
公
民
館
▼
内
容
…
フ
ー
フ
イ
パ
ン

を
使
っ
た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
、
バ

ナ
ナ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
▼
指
導
者
・
：
パ
ン
教
室
講

師
、
荒
木
悠
美
子
さ
ん
▼
費
用
…

材
料
代
三
百
円
▼
持
参
品
…
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
政
ん
▼

対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
校
5
年

生
～
中
学
生
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
木
幡
公
民

館
へ
材
料
代
奮
添
え
て
来
館
で
。

（
木
幡
公
民
館
）

木
幡
公
民
館

青
少
年
キ
ャ
ン
プ

こ
と
し
の
夏
、
友
だ
ち
と
一
緒

に
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
楽
し
い

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ｙ
と
き
・
：
7
月
2
8
日
出
午
前
9

時
半
～
2
9
日
間
午
後
4
時
半
▼
と

こ
ろ
…
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
・
・
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
野
外
ゲ
ー
ム
な
ど

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
小
学
校
5

・
6
年
生
、
中
学
生
、
高
校
生
お

よ
茫
旱
▼
指
導
・
：
宇
治
市
野
外

活
動
サ
ー
ク
ル
会
員
▼
定
員
・
：
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
上
人

千
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公

民
館
へ
参
加
費
奮
原
え
来
館
で
▼

事
前
打
ち
合
わ
せ
会
…
7
月
2
4
日

陶
の
午
後
7
～
9
時
、
木
幡
公
民

館
で
。
参
加
者
と
保
護
者
対
象
。

（
木
幡
公
民
館
）

納めましたか

国民年金の保険料

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、

年
金
夕
受
け
る
た
め
の
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま

す
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
障

害
年
金
や
母
子
年
金
な
芦
￥
曼

け
る
こ
と
が
で
’
ｍ
ｉ
ｉ
ｆ
ｉ
ん
。
さ

ら
に
将
采
、
老
齢
年
金
を
受
け

な
わ
）
き
ば
き
・
・
・
ご
家
族
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
実
施
日
に
は
専

用
バ
ス
が
市
内
か
巡
回
し
未
丁
。

▼
実
施
日
・
・
・
7
月
ｉ
ｎ
日
面
、
8

月

1
9
日
㈲
▼
募
集
人
員
・
・
・
各
1
0
0
人

▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン

タ
ー
か
、
宇
治
観
光
案
内
所
で
参

加
券
を
購
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
電

話
予
約
も
で
き
ま
す
。
団
体
申
し

込
み
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
締
め

切
り
は
各
実
施
日
の
3
日
前
▼
問

い
合
わ
せ
・
：
宇
治
観
光
協
会
一
（
豊

⑩
1
3
3
4
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

京
都
府
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル

京
都
府
統
計
協
会
で
は
、
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
口
器
寡

集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
統
計

思
想
の
普
及
と
統
計
表
現
の
技
術

の
研
さ
ん
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

▼
5
募
資
格
…
京
都
府
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
、
在
学
し

て
い
る
人
。
小
学
校
3
年
生
以
下

の
児
童
を
対
象
に
し
た
第
1
部
か

る
こ
と
が
で
き
な
ぐ
な
り
、
老

後
の
牛
居
の
支
え
が
失
わ
れ
ま

す
。も
し
未
納
な
ら
す
ぐ
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
経
済
的
な
事
情
で

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
（
保
険
年
金
課
）

ら
、
一
般
の
第
5
部
ま
で
五
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
▼
提
出
・
：
9
月

8
日
ま
で
に
、
京
都
府
統
計
協
会

（
〒
6
0
2
京
都
市
上
只
区
下
立
売
通

新
町
西
入
、
京
都
府
統
計
課
内
）

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
応
募
作
品
の

規
格
、
内
容
な
ど
詳
細
は
企
画
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
企
画
課
）

中
小
企
業
の

優
良
従
業
員
の
表
彰

府
で
は
、
中
小
企
業
に
勤
務
す

る
従
業
員
で
、
多
年
に
わ
た
り
そ

の
業
務
に
励
み
、
研
究
心
が
盛
ん

で
、
技
術
優
秀
、
勤
務
成
績
が
優

良
な
仕
事
一
筋
に
牛
百
る
従
業
員

の
知
事
表
彰
を
昭
和
四
十
二
年
か

硲
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
表
彰
の
申
請
を
希
望

す
る
事
業
主
は
、
詳
細
聖
只
都
府

宇
治
地
方
振
興
局
、
市
商
工
観
光

課
ま
た
は
宇
治
商
工
会
議
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
は
、
七
月
二
十
日
か

ら
八
月
二
十
日
ま
で
。（

商
工
観
光
課
）

347

お
知
ら
せ

市
職
員
の
募
集

市
職
員
夕
募
集
し
季
ｙ
。

・
土
木
技
師
・
・
・
昭
和
3
2
年
4
月
2

日
～
4
1
年
4
月
1
日
に
生
次
れ
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

以
上
の
学
校
で
土
木
の
課
程
を

哺
宇
治
保
健
所
管
内
か
ら
選
ば
れ
た
親
子
の

皆
さ
ん
（
府
歯
科
医
師
会
館
で
）

・
納
豆
・
海
藻
類
は
欠
か
さ
な
か
っ
か
取
材
に
訪
れ
た
日
、
太
佑
ち
ゃ
ん
（
西

し
、
子
丿
七
に
は
Ｉ
や
つ
も
カ
ル
シ
小
倉
幼
稚
園
児
）
は
「
ぽ
ぐ
の
歯
、
き

れ
い
や
ろ
…
。
い
っ
ぱ
い
甘
い
も
の
食

べ
た
ら
虫
歯
に
な
る
よ
」
と
教
え
て
ぐ

れ
た
。
そ
し
て
沢
山
の
お
友
だ
ち
の
こ

と
も
。
（
て
ら
Ｕ
ら
み
ち
こ
さ
ん
、
た
い

す
け
ち
ゃ
ん
、
伊
勢
田
町
遊
田
に
在
住
）

修
得
し
た
人
。
若
干
名
。

・
環
境
衛
生
技
手
（
清
掃
作
業
員
）

・
：
昭
和
2
4
年
4
月
2
日
～
4
1
年

4
月
1
日
に
生
次
れ
た
男
子
。

Ｌ
人
。
、

▼
試
験
日
・
・
・
7
月
2
0
日
宙
、
午

前
9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

職
員
心
一
館
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の

履
歴
書
に
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月

以
内
の
本
人
の
写
真
を
は
り
、
申

込
書
涙
哭
て
、
7
月
1
8
日
出
ま

で
に
職
員
課
へ
。
申
込
書
は
職
員

課
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
郵
送
に

よ
る
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。（

職
員
課
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

〈
大
久
保
町
地
域
第
2
回
〉

▼
と
き
・
・
・
7
月
1
2
日
出
、
午
後

7
時
半
～
1
0
昨
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
西
大

久
保
集
会
所
。
住
民
の
皆
さ
ん
は

傍
聴
宣
笙
す
。
（
企
画
課
）

季
節
料
理
教
室

府
立
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

運
営
協
議
会
で
は
季
節
料
理
教
室

を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
：
7
月
2
0
日
困
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
吊
民
会
館
1
階
）

▼
内
容
…
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
夏

の
中
国
料
理
の
作
征
方
▼
講
師
・
・
・

料
理
研
究
家
、
星
野
美
智
子
さ
ん

▼
定
員
…
3
6
人
（
先
着
順
）
▼
材

料
費
・
：
千
二
百
円
▼
申
し
込
み
・
：

材
料
費
か
添
え
て
、
直
接
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
。
電
話
・
は

が
き
な
ど
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。
（
交
通
労
政
課
）

一
般
水
泳
教
室

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
4
日
㈹
～
3
1
日

脚
の
8
日
間
。
午
後
6
時
～
8
時

▼
と
こ
ろ
…
西
宇
治
公
園
プ
ー
ル

▼
対
象
・
：
一
股
社
会
人
・
学
生
▼

定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

料
・
・
・
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
教
育

委
員
会
市
民
体
育
課
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

「
原
爆
の
図
」
展

京
都
府
・
宇
治
市
な
ど
の
後
援

で
、
丸
木
位
里
・
丸
木
俊
「
原
爆

の
図
」
展
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
7
月
1
3
日
倒
1
7
月

2
2
日
旧
▼
と
こ
ろ
・
：
京
都
市
美
術

館
（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
）
▼
入

場
料
：
大
人
四
百
円
（
前
売
り
三

百
円
）
、
小
人
（
高
校
生
以
下
）

二
百
円
（
前
売
り
百
五
十
円
）
、

団
体
（
小
人
の
み
）
百
円
。

（
総
務
課
）

鵜
飼
い
ツ
ア
ー

ー
専
用
バ
ス
が
巡
回
－

宇
治
川
の
鵜
（
ウ
）
飼
い
を
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
宇

治
川
・
納
涼
鵜
飼
い
ツ
ア
ー
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
川
面
に
映
る
か
が

り
火
、
‐
巧
み
な
鵜
匠
の
手
縄
（
た

宇
治
に
生
き
る
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胃・子宮・乳がん検診を受けましょう

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
市
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
胃
・
子
宮
ガ
ン
検
診
に
加
え
、
昨

年
か
ら
は
乳
ガ
ン
検
診
も
実
施
。
こ
と
し
の
各
検
診
の
受
け
付
け
は
、
き
ょ
う
七
月
十
一
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
検
診
料
は
、
一
部
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
受
診
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
定
員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
胃
・
子
宮
・
乳
ガ

ン
は
、
検
診
で
の
発
見
率
が
高
く
検
査
も
簡
単
で
す
。
ま
た
検
診
で
ガ
ン
以
外
の
多
く
の
病
気

も
発
見
さ
れ
ま
す
。
ガ
ン
制
圧
の
決
め
手
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
。
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
受

7
月
1
1
日
か
ら
は
が
き
で
受
け
付
け

ガ
ン
は
、
初
期
に
は
少
し
ぢ
目

覚
症
状
が
無
い
た
め
、
手
遅
れ
に

な
り
命
を
失
5
場
合
が
多
く
あ
り

未
了
。
ガ
ン
を
制
圧
す
る
に
は
、

検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
治
療
が

決
め
手
に
な
り
ホ
Ｋ

こ
こ
に
、
子
宮
ガ
ン
検
診
を
受

け
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療
で

健
康
を
取
り
戻
し
た
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
Ａ
さ
ん
の
お
便
ｓ
＞
＊
）
ｉ
！
Ｊ

紹
介
り
手
。

『
子
宮
ガ
ン
検
診
に
一
人
で
抒

▲痛みをこらえて予防接種…大切な家族のためにあなた自身も

検診を（59年3月、Ξ種混合予防接種会場で）

く
の
は
何
と
な
ぐ
・
・
・
と
た
め
ら
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
友
だ
ち
に
誘
わ

れ
て
受
診
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
結
果
は
思
い
掛
け
ず
前
ガ
ン

状
態
で
、
放
っ
て
置
く
と
悪
化
す

る
と
の
こ
と
。
す
ぐ
に
壬
筥
甕

け
、
そ
の
後
は
良
好
で
、
毎
旦
九

気
に
過
ご
し
て
い
ま
ｙ
。
診
断
さ

乳ガン検診会場と検診日時
……8月27日㈲ニ 9月14日吻

時間

はい

ずれ

も午

後1

時半

Ｓ4

時

二8月28日㈹ 9月ｍ日附宍

保

1

ｔ

孚

卜『．

8月29日附 ス9月21日吻

ｃ8月30日榊 9月26日團＝

二ｇ月ｚｉ日吻ｉｏ月ｉ日興

二9月3ｒＨ㈲≒ 10月2ａ㈹ゾ

9月4日脚ブ 10月3日哨二

9月5日附 10月4日附匠

9：月6日困ｉ；』ｏ月5日面＼：

9月13日哨

〈注憲事項〉

●受診対象者30歳以上で市内在住の

婦人。

●受診方法市から送ります受診票の

注意事項をお読みのうえ、指定の日

時に受診してください。

●検診内容問診と医師による診察。

●検診料300円（当日会場で）。

●定員2，0（Ｘ人（先着順）。

なお、生理後1週間位が検診日とし

て適当です。

れ
た
時
は
、
や
は
り
シ
ョ
″
ク
で

し
た
が
、
検
診
で
早
期
発
見
で
き

大
事
に
到
ら
チ
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
検
診

の
雙
蒙
夭
い
に
利
用
ず
る
と
共

に
、
知
り
合
い
の
人
に
も
声
聚
掛

既
た
い
と
考
え
て
い
‘
手
』
。

あ
な
た
も
年
一
回
の
ガ
ン
検
診

を
習
笥
つ
け
、
安
心
の
毎
日
夕
逼

ご
1
ま
し
ょ
う
。

子宮ガン検診医療機関と検診日

①米軍度か友子倉妙ン検診実施医療機関｀であれば、市‘

ご内に限らず京都府下（京祢市を含む）・の医療機関で受か

三できることになＩ）’ましだ。：レニ’・・‥べ・ｊ「⊇

｀｀実施他商は谷8・乱］日こｉｏ月3・ｌＢｌ’ぞ－Ｃすよ…………

＜注．≪事項〉

●受診対象者3ｏ歳以上で市内在住の婦人。

●受診方法市から送ります受診票の注意事項をお読み

のうえ、受診票を持って直接各医療機関で受診してく

ださい。

●検診料1，000円（当日医療機関へ）。

●定員6，000人（先着順）。

▼
申
込
期
間
…
7
月
1
1
日
出
～
7
月
1
7
日
㈹
ま
で
（
7

月
1
7
日
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
は
が
き
で
。
あ
て
先
は
宇
治
市

役
所
保
健
予
防
課
。
下
の
書
式
に
従
っ
て
お
書
き
く

だ
さ
い
。
は
が
き
1
枚
に
つ
き
1
検
診
・
1
人
だ
け

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記
入
不
十
分
な
場
合
や
、
電
話

で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
を

受
け
付
け
た
人
に
は
、
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

受
診
票
を
持
っ
て
直
接
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
診
票
の
送
付
が
無
い
場
合
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、
検
診
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
検
診
料
免
除
事
項

①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
～
6
9
歳
の
人
で
、
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
人
③
生
活
保
護
受
給
の
人
④
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
保
健
予
防
課
（
雲
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

胃ガン検診会場と検診日時
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言保健医療セ埓Ｕター几

ｘ．ｊ．Ｕ・、……………ョ二．、し、。卜．．丿・・．、’9，

…………1．1．1ミ’ｌｉ；Ｓ・，ｉ｀Ｊ，．＝’1：．．．；ゝ1：ミ：．．・，；、：，

スゾ7月25日脱帽｜

………8：月25日鮒卜言

言………9月1日ｔｉ）

……9月21日吻≒

回大丿地ｍ公淑堂≒
………7月28白（＋3

二8月勃甘俐……

⑤見回古卜宍……ｌ‘‘．ｉこ・・・．，；．’1．1’．｀・ｉ，，1．．，｜・＝こ｜゛．；

言白浜了示談二川壮士

光琳幡］公Ｅｊ民ヅｌ館万

言冊卜以丿谷丿’言九回………

言卜81！23日雨卜白

ｍＵ19月Ｊｏ自卯づ

説示9月22Ｈｉｅ卜□

三淮丿涌評小谷慌濯二

糾・Ｓ‥‥‥‥‥‥＾’・．・ｌ………：…………

言……8月2’日固……

百冨触ｍ岫にレ
………………………卜．・．？……………Ｓ｀丿Ｉ丿………Ｑ’、．：．・り：’，

’●’、・’・・，φ‥．’●’・・、，●●｝●’―・ｌ゛・ンり’・・冲・ゝ・．゛

言笠室と耳集Ｅじ会所詰

’・’・・’’‘・｀，ｙ．ｒｊｊｒｊ■・¶χ・

訃白三………：．：’呂；：・ミ・．’．ｌ：・．’・Ｕでｌ・：ふ．｀：．・ｉ，：・：，｜・゜＝’．ｌ

言言ぱ耳4日出……

説卜ｍｔ日限二

幸，9月ｉｍ印卜卜

・’：’・1゛｀，‘゛｀’｀．’・心・㎡・｀｀ぶ

失行幸ＵＵ……：ｉ＝111

Ｉ＝＝111ｋｌｊｊＷ111，：’ｌｌＪ
言緬万南卜荘ヅ痰唾噺氷

言8月21如・ト

ャ9月ｎ日附丿言

聯千…………

……………言卜卜卜………；・゛
＝’゛．ｌ；，｀，ミ，；，．，・‘．，，．．・．．，．

説鴎゛’｀’を゜

．：．＝

民‘ＩＪ分卜館回

■ｒ％¶ー

…………＝，・8月22日脚≒

二言＾月ｉ7日ぽ千

白鷹漸漸巫筈丿校訃
？：：■．’：・ｍ月ぎ日臨コ

三回ｅｍｓ日面言

広言ご二：．＝・、゜：．、：：’ｊ’＝：・．．：’‘ｌ・．ｌ，，’、：，ｌ、’’’

・・，｀ｊ・・・‘：ＥＥＥＩχＥ・り｀，ぶ’：：’・．‘｀Ｅ，ａ，’，．．．：；Ｅ‘

千蓉丿彩倉縦谷］前付

引⑤剛胆膳二卜二広卜二浜

川二幸言言千二爪判．把千

Ｊミ回］回

．

ミＵ……回Ｕ…

…示

談

…

……

：

，’＝；’．ｌ・ｉｌ

：：

．

・・

．

：・

・，

・

Ｊ； 1

・

：

・

： ｌ

’ ，

：

’

｜

’ ： ． Ｓ；．’｀二‘，・卜・Ｍｉ’ 7 ． 1 1 ゛ Ｅ ． ・ ． ． 卜 二 ぷ 、 ｀

⊇7ｍｉａ翻卜

、｀二‘｀．｀、￥｀：，・・，・‘●

8一月29日困⊇

言言＾．月14日樹・・二

回………う万Ｚ5台網万万………｜

、

・

丿出添付泉谷卜千託言

■．■ｒ■ｊ■．¶■ｊ《ｒ■¶■ｌ・■■「ｊ¶■■ｊ「．．「｀・．「・？・ｊ｀｀ｊｒｊ・、ｊ．｀％・「．？・ｊ、・、♂七万示卜盲示

し1屎ｊし校言

ｊ■■■．¶¶．｀｀ｊ・．・・ｊら．・．ｊ．、往三言毒尚白二＝Ｕ：

：11111

………言………三千……゛・ｊ，：．，．．゛’，，・＝’．．・7－図丿

百’7月26廠叫三回

示言ｚ雛ｉ日樹・二

言9月18日㈲・＝、゛゛・

三矢沃腺蜜巣校千

二8月ｌ日雨卜、

｜……8月3ｉ白図二卜

二9Ｈ知日困

十卜………往往言説卜………：………ｌ｀，｀．，｀｀

……Ｂ．碑ヽ゛Ｓｉ＝參察

千談言辞．白千炎………千’・，し．

：］ト1………8ｆｌ20Ｅ

二9ｆｌｕ日脚……：゛

時間はいずれも午前9時～11時半

（注意事項〉

●受珍対象者ｉｏ歳以上で市内在住の人。

●受診方法市から送ります受診票の注

意事項をお読みのうえ．指定の会場で

受診してください。

●検診料500円（当日会場で）。

●定員1，850人（先着順）。

申
込
は
が
き
の
書
き
方

Ｉ”｀’

1・
表（あて先）裏（胃ガン検診用）裏（子宮ガン検診用）

は
が
き
一
枚
に
つ
き
、
一
検
診
・
一
人

だ
け
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＿．．．．＿、．．●

348

回［ｊ］ロ］ロロ

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

保
健
予
防
課
行

圖
胃ガン検診申込書

第1希望月日〔会場名〕

第2希望月日〔会場名〕

第3希望月日〔会場名〕

住所

氏名（ふ’）ヵ・な）性別

電話番号

生年月日年齢

子宮ガン検診申込書

住．所

裏（乳ガン検診用）

乳ガン検診申込書

年齢

氏名ふ’）ヵ’な）

電話番号

生年月日

日
日
日

第1希望月

第2希望月

第3希望月

住所

氏名（Ｊ．1）ヵ’な）

電話番号

生年月日年齢

※上記の検診料免除事項に
該当される人はその番号
を書いてください。

※上記の検診料免除事項に
該当される人はその番号
を書いてください。

※上記の検診料免除項目に
該当される人はその番号
を書いてください。Ｉ

申
し
込
み
あ
ん
な
い
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